社会で活躍できる「実践力」育成のために必要な取り組み by 小島 洋
第27号 2020年3月
社会で活躍できる「実践力」育成のために必要な取り組み
Measures Needed to be Taken to Develop “Practical Ability” for Being Active in Society
小島 洋│KOJIMA Hiroshi
社会で活躍できる「実践力」育成のために必要な取り組み















   What society demands from students are independence, 
action, and the ability to set and solve problems; however, 
there is no correlation between these traits, i.e. “practical 
ability” and students’ academic ranking up through senior 
high school. According to the results of research carried 
out by university students, the main factor supporting 
“practical ability” is “independent action awareness”.
   As for the factors for creating "independent action 
awareness", it was revealed that having a leadership role 
was greatly related. In other words, it is thought that pro-
viding leadership authority depending on an individual’s 
role – namely, the o#er of an opportunity to think and 
practice independently -- is related to developing “practi-
cal ability”. Universities in the future will be required play 
the role of cooperating with local communities to provide 
a “place to practice”, and a the same time work to both 
revitalize local communities and to develop human re-
sources with practical ability.
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している。リー ダ ・ーサブリー ダーの選出については、無記名
の投票で実施し、選ばれた人は基本的にリー ダー職を全う
していただいている。リー ダ （ー5名）、サブリー ダ （ー5名）、
一般（41名）の授業後の成長度をアンケ トーで検証すると、
リー ダーの成長度がもっとも高く、サブリー ダー、一般と続い
ている。これは「役割」が人を育てるということの証明であ
る。リー ダーであれば、主体的に考えざるをえない場面が多
く、主体性に考えるがゆえに、学習機会も多く創出され、成
長につながっていると考えられる。
【学生全体と個人の成長・変化の比較】
　また学生の成長・変化について、個人の変化と学生全体
の変化の比較の中で、相対的に、個人の成長が大きかった
ものと、小さかったものの上位2項目を列挙している。
　学生全体の成長に対して、
　個人の成長が高かったもの
　「役割や課題の把握」「課題を発見・発掘」この2項目の
結果より、個人個人では、与えられた役割を把握し、それぞ
れ課題を発見・発掘できていることが証明されている。
　学生全体の成長に対して、　
　個人の成長が低かったもの
　「学生全体を仕切ること」「授業での発表」この2項目は、
リー ダーやサブリー ダーを中心した役割であったことから、
全体と個人の差が出たと考えらえる。すなわち、役割に関連
した機会の有無が「実践力」の成長に関連していると考え
られる。
　人材開発・組織開発の中原淳氏は、著書「職場学習論」
の中で『人間は、優れた仕事をするためには、自分ひとりで
やるよりも、他人の助けを借りるほうが良いものと悟ったとき、
その人は偉大なる成長をとげる』とし、本カリキュラムにおけ
るリー ダー及びサブリー ダーがその役割を担っていると考え
らえる。すなわち、他人の助けを借りて協業しなくてはならな
い役割が実践力の成長を支える要因と考えらえる。そのよ
うな学生アンケ トーなどから、今後同じ学生集団に「実践
力」の成長の機会を設けるのであれば、今まで経験したこ
とのない役割を提供する。すなわち、リーダーやサブリー
ダーの未経験者にリー ダー職を提供することで、役割の均
一化が図られ、成長機会も均等に提供されると考えらえる。
円滑な実施という面では、リー ダー経験者が再度リー ダー
を実施したほうが円滑に実施されると考えられるが、教育
的な視点で考えるのであれば、できるだけ多くの学生にリー
ダー職を提供することで、主体的に考えて行動する機会創
出をしていくことが、「実践力」の向上につながると考えらえ
る。
結論：リー ダーの役割によって、主体的に考え、他者の助け
を借りて協業する役割と機会が創出され、その機会が「実
践力」の成長につながる。できるだけ役割ごとのリー ダー職
を設定し、機会を提供することが「実践力」の育成につなが
る。
３． 結び
社会で活躍する人材育成のためのこれからの大学教育の
在り方
　「実践力」の育成のためには、できるだけ現実的な「実
践」の場を提供し、その中で、できるだけ多くの役割が体験
できる機会を創出することが重要であると考えられる。さら
にその役割の中では、「リーダー職」を提供することが、主
体的に考える機会を創造し、意識の向上から実践力の発
揮につながると考えられる。そのために、これからの大学教
育の求められる役割は、「実践」の場を提供するために地
域社会と結びつきを深め、地域社会の課題に対して「実
践」的に取り組みつつ「実践力」を育成していくことが重要
と考えられる。「実践」の場における教育機会を通じて、人
材を育成し、地域社会に貢献することが、社会におけるこ
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れからの大学に求められる役割になることであり、そのため
に我々大学側から積極的に地域社会に働きかけ、地域と
の結びつきの中から社会課題への対応を通して、学生の
「実践力」の育成につなげていくことが必要であると考えて
いる。これからの大学に求められる役割は、地域社会と連
携し「実践の場」を提供しつつ、地域社会の活性化と実践
的な人材育成の両面への役割を果たしていくことが重要
になると考えられる。
引用
「高等教育に関するアンケ トー結果」日本経済団体連合会　2018
年4月
偏差値データ出典
株式会社 イトクロ「みんなの学校情報」
参考文献1)
「職場学習論―仕事の学びを科学する」
　中原淳著　東京大学出版会2010年11月
6
